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1. はじめに 

近年，ユーザの介入を必要としない，畳み込みニューラ

ルネットワーク（CNN: Convolutional Neural Network）を用

いた白黒画像の自動着色技術が多く研究されている[1][2]．

これらの手法では，ある程度の自然なカラー画像を手軽に

得ることができるが，その画像の多くは着色領域に誤りが

あったり，全体的に色が褪せていたりするなど，未だ多くの

課題を残している．本研究では，既存手法を基に，正しい

着色領域でより鮮やかな着色を行うモデルの実現を目的と

する． 
 

2. 提案モデルの概要  

本研究で提案する自動着色モデルを図１に示す．この

モデルは，[1]のモデルをベースとし，６つのネットワークで

構成されている．低レベル特徴ネットワークでダウンサンプ

リングとパッチ単位ごとの self-attention[3]が繰り返された

後，大域特徴ネットワークで特徴ベクトル，中レベル特徴ネ

ットワークで特徴マップがそれぞれ抽出される．結合ネット

ワークではこの特徴ベクトルと特徴マップ結合することで，

大域特徴と局所特徴を考慮した新たな特徴マップを生成

する．色付けネットワークでは，入力画像のサイズの1 2⁄ に

なるまでアップサンプリングと畳み込みが繰り返され，self-

attention[4]の処理を行った後，[2]で提案されている多クラ

ス分類を用いた色推定の結果が出力される．また，クラス

分類ネットでは．入力画像のクラスラベルが出力される． 

提案モデルの中間層と出力層の活性化関数には，それ

ぞれ ReLU 関数と Softmax 関数を用いる．また，損失関数

には交差エントロピー関数を用いる．このとき，色のクラス

分類の損失には色の希少性に基づいた重み付けを行うこ

とで，色の出現頻度による学習の偏りを抑制する．したが

って，モデル全体の誤差𝐿は式（1）で表される．  
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𝑐𝑜𝑙𝑜𝑟 は推定出力，

𝑣(𝑦ℎ,𝑤)は，色の各クラスに掛かる重みを示す．  
 

3. 提案モデルの学習 

提案モデルの学習を行う．データセットには food-101 デ

ータセットを用い，75,750 枚の学習データの内，60,600 枚

を学習データ，15,150 枚を検証データとする． 

 

図１．提案モデル 

 

図２．シミュレーション結果 

モデルの学習は，バッチサイズ 8 として，約 2.0 × 103イテ

レーション行う．入力画像のサイズは 224×224 とし，ランダ

ムに回転や拡大・縮小の処理を画像に行う． 

また，事前学習として，低レベル特徴ネットワーク，大域

特徴ネットワーク，クラス分類ネットワークのみを用いたクラ

ス分類タスクの学習をバッチサイズ 32 として，約 2.0× 106

イテレーション行う． 

4. 結果 

図 2 に学習後のモデルに画像を入力した際の結果の一

部を示す．図２を見ると，全体的に茶色に着色されており，

色の学習が十分でないことが分かる．しかし，どの画像も

食べ物を中心に着色されており，クラス分類の事前学習に

よりある程度領域の認識ができているということが分かる． 

5. まとめ 

大域特徴と局所特徴を考慮した自動着色モデルの提案

と実装を行った．シミュレーションより， 提案モデルによっ

て白黒画像からカラー画像が得られることと事前学習によ

って領域の学習が進んでいることが確認できた． 
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